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を

と

じ

て

く

だ

さ

い

)

さ
れ
た
=
百
年
継
続
事
業
の
第
七

回
拡
張
工
事
は
二
ヵ
年
目
に
あ
た

り
、
本
年
度

一
八
二
、
五

O
O
千

円
の
資
本
投
下
と
な
っ
て
い

る
。

今
回
の
監
査
は
、
財
務
に
関
す

る
事
務
の
執
行
と
経
営
に
か
か

る

事
業
の
管
理
に
主
眼
を
置
き
実
施

し
た
。
な
お
、
各
種
資
料
は
五
十

五
年

一
月
末
現
在
で
調
整
し
た
。

2
、
職
員
の
配
置
状
況

昭
和
五
十
五
年
一
月
末
現
在
の

職
員
の
配
置
状
況
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
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州

地
方
自
治
法
第

一
九
九
条
第
三
頂
の
規
定
に
基
づ
き
定
期
監
査
を
執
行

馴
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

川

昭
和
田
年
8
月
初
日

州

大

村

市

監

査

委

員

渡

辺

栄

問

中

瀬

正

隆

酬
監
査
の
対
象

昭
和
五
十
四
年
度
の
水
道
部
、
競
艇
事
業
部
、
教
育
委
員

酬

会
に
お
け
る
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
並
び
に
事
業
の
管
理

川
監
査
の
期
間

昭
和
五
十
五
年
二
月
十
四
日
か
ら
七
月
二
十
九
日
ま
で

川
監
査
の
要
領

監
査
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
監
査
資
料
の
提
出
を

酬

求
め
る
と
と
も
に
関
係
職
員
か
ら
事
情
を
聴
取
し
諸
帳
票
の
審
査
及
び

州

現
況
調
査
に
よ
り
実
施
し
た
。
な
お
、
継
続
事
業
に
係
る
契
約
事
務
に

酬

つ
い
て
は
、
前
年
度
に
さ
か
の
ぼ
り
実
施
し
た
。

川
監
査
の
結
果

次
の
と
お
り

川

…

水

道

部

川

1
、

概

要

川

本
市
水
道
事
業

の
本
年
度
の
業

州
務
予
定
と
し
て
は
給
水
戸
数
二
ハ

州、

九
六

O
戸
、
給
水
入
口
五
七
、

川
二
四

O
人、

一
日
平
均
配
水
量

一

川
八、

三
三
二
耐
と
な
っ
て
お
り
、

川
更
に
近
年
増
加
す
る
水
需
要
に
対

州
処
す
る
た
め
、
前
年
度
よ
り
施
行

f施詰係

浄水係

車合水係

工務課 (長 1) 

(3) 

(12) 

係

係

係

理

金

理

管

料
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職員配置状況

業務課(長 1) 

(6) (5) 
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3
、
予
算
執
行
状
況

昭
和
五
十
四
年
度

一
月
末
現
在

() 内は職員数

収益的収入及び支出

(収入)

科 目 予算現額 執行済額 執 行 未 済 額 執行率

1.営業収益 566，267，000円 426，236，450円 140，030，550円 75.27% 

2.営業 外 収 益 1，102，000 1，978，465 ム 876，465 179.53 

3.特 別利 益 1，000 44，990 ム 43，990 4，499.00 

合計(事業収益) 567，370，000 428，259，905 139，110，095 75.48 

の
収
益
的
収
支
の
執
行
状
況
は
次

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

(支出)

科 目 予算現額 執 行 済額 執行未済額 執行率

1.営業 費 用 556，591，000円 326，645，733円 229，945，267円 58.69% 

2.営 業 外 費用 74，452，000 36，839，430 37，612，570 49.48 

3.特別損失 1，000 59，000 ム 58，000 5，900.00 

4.予 イ蒲 費 1，000，000 。 1，000，000 O 

合計(事業費) 632，044，000 363，544，163 268，499，837 57.52 



(2) 

現
計
予
算
は
事
業
収
益
五
六
七

、
三
七

O
千
円
、
事
業
費
六
三
二

}
、

O
四
四
千
円
で
六
四
、
六
七
四

，vd
千
円
の
赤
字
予
算
と
な
っ
て
い
る

、J

事
業
収
益
は
予
算
額
五
六
七
、

三
七
O
千
円
に
対
し
、
執
行
済
額

お

四

二
八
、
三
六

O
千
円
で
、
執
行

、
〉
率
七
五
・
四
八
%
、
事
業
費
は
予

・
3
算
額
六
三
二
、

O
四
四
千
円
に
対

1

し
執
行
済
額
三
六
三
、
五
四
四
千

以

円

、

執

行

率
五
七

・
五
二
%
で
概

U

に

ね

妥

当
な
執
行
と
思
料
さ
れ
る
。

町

政
な
お
、
事
業
費
の
執
行
率
が
五
七

市

・

五
二
%
と
事
業
収
益
の
執
行
率

七
五
・
四
八
%
よ
り
か
な
り
低
率

な
の
は
配
水
及
び
給
水
費
に
お
い

H

て
都
市
下
水
路
工
事
に
伴
う
修
繕

州
工
事
の
年
度
末
完
工
、
企
業
債
利

川
息
の
年
度
末
支
払
及
び
減
価
償
却

州
費
の
決
算
時
計
上
に
よ
る
も
の
で

川
あ
る
。

川
不
能
欠
損
処
分
に
係
る
予
算
措

川
置
と
し
て
営
業
外
費
用
の
雑
支
出

川
に
て
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
不
能

川
欠
損
処
分
は
過
年
度
の
損
益
修
正

川
事
項
で
あ
り
、
金
額
の
多
少
に
か

!
川
か
わ
ら
ず
特
別
損
失

(
過
年
度
損

j

l

 

5

川
益
修
正
損
)
で
経
理
す
る
の
が
適

唱
E

A

H

H

月
州
当
と
思
わ
れ
る
。

9
川

五
十
三
年
度
に
お
い
て
本
格
的

存
酬
な
漏
水
調
査
に
基
づ
く
漏
水
防
止

j

l

 

田

川

工

事
が
実
施
さ
れ
、
過
去
年
度
最

前
川
高
の
有
収
辛
と
な
っ
た
背
景
に
は

円
円
H

叫
叫

老
朽
管
の
布
設
替
あ
る
い
は
検
定

満
期
メ
ー
タ
ー
の
積
極
的
な
取
替

え
と
呼
応
し
て
、
五
十
二
年
度
か

ら
本
格
的
な
漏
水
調
査
を
行
い
漏

水
防
止
工
事
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
効
果
も
大
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
る
に
下
水
道
工
事

に
よ
り
配
水
管
の
布
設
替
が
各
地

で
行
わ
れ
る
中
で
の
漏
水
調
査
は

効
率
的
で
な
い
と
い
う
判
断
か
ら

今
年
度
予
算
計
上
分
の
漏
水
調
査

費
二
、
、

0
0
0
千
円
が
未
執
行
に

終
っ
て
い
る
が
、
有
収
率
の
向
上

は
施
設
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る

こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
経
営
の

健
全
化
に
役
立
つ
重
要
な
課
題
で

も
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
漏
水
防

止
策
に
努
力
さ
れ
ん
ご
と
を
要
望

す
る
。

4
、
現
金
・
預
金

一
月
末
日
現
在
に
お
け
る
現
金

.
預
金
の
現
在
高
と
保
管
状
況
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

現
金
・
預
金
は
出
納
簿
と
指
定

金
融
機
関
の
残
高
証
明
を
突
き
合

わ
せ
た
結
果
、
合
致
し
て
お
り
、

適
正
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

認
め
た
。

種別 金 客買 保管先

普通預金
37，389，027円 親和銀行

16，973，182 十八銀行

通知預金
40，000，000 親和銀行

10，000，000 十八銀行

現 金 232，330 水道部

計 104，594，539 

5
、
水
道
料
金

水
道
料
金
の
調
定
及
び
収
入
の

状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

-
給
水
戸
数

一
六
八
、
九

O
八

戸
(
延
)

・
調
定
額

三
五
一
、
四
七
六
、

六
六

O
円

・
収
入
額
三
四
三
、
八
二
五
、

三
七
O
円

・

未

収

額

七
、
六
五
一
、
二
九

O
円

・
徴
収
率
九
七
・
八
二

%

一
月
末
現
在
の
徴
収
率
は
九
七

・
八
%
で
良
好
で
あ
る
。
水
道

事
業
収
益
の
根
幹
は
料
金
収
入
で

あ
り
、
こ
れ
の
徴
収
確
保
に
は
今

後
と
も
更
に
努
力
さ
れ
ん
こ
と
を

要
望
す
る
。

6
、
水
道
加
入
金

水
道
加
入
金
は
、
給
水
装
置
の

新
設
工
事
ま
た
は
改
造
工
事
の
申

込
者
か
ら
口
径
に
応
じ
て
徴
収
す

る
も
の
で
、
一
月
末
現
在
の
調
定

及
び
収
入
の
状
況
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

額
一
明
一

O
一
O

-
n
u
-
n
u
-
A
U
 

入
一
札
一
札
一

4

一
内

L
-
n
U
一

q
d

一η
J
-
F
h
v
-
n
ヨ

l
-
:
・

w吐
一

n

u

-

n

u

調定額

20，328，000円

606，000 

20，934，000 

水道加入金調定調べ

7
、
貯
蔵
品

貯
蔵
品
の
受
払
状
況
は
次
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

54年 4月 1日
55年 2月29日

区分 期 首 在 庫 高 受入高 払出高 残 高
期 首 品 移動品
目 数 目 数

原材料 13，707，585円 8，609，424円 4，345，175円 17，971 ，834円 398 136 

消耗品 2，310，621 3，942，951 3，219，800 3，033，772 45 17 

量水器 162，280 7，075，100 3，642，850 3，594，530 6 1 

再用品 2，265，776 4，719，113 4，429，818 2，555，071 23 9 

不用品 234，200 389，630 409，575 214，255 1 

計 18，680，462 24，736，218 16，047，218 27，369，462 473 164 

自
至

貯蔵品受払状況
貯
蔵
品
の
受
払
い
並
び
に
在
庫

品
の
管
理
は
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
長

期
に
わ
た
り
払
出
し
の
な
い
数
品

目
の
貯
蔵
品
が
見
受
け
ら
れ
た
が

今
後
用
途
見
込
み
の
な
い
も
の
は

適
当
な
時
期
に
整
理
さ
れ
た
い
。

8
、
経
理
事
務
に
つ
い
て

経
理
事
務
に
つ
い
て
は
、
関
係

帳
簿
を
検
査
し
た
と
こ
ろ
、
全
般

的
に
は
お
お
む
ね
良
好
に
処
理
さ

れ
て
い
た
が
、
次
の
点
に
つ
い
て

是
正
さ
れ
た
い
。

ω軽
自
動
車
の
取
得
に
関
し
、

こ
れ
を
建
詰
仮
勘
定
に
計
上
し

て
い
る
が
、
建
設
仮
勘
定
は
基

本
的
に
は
そ
の
工
期
が
一
事
業

年
度
を
こ
え
る
建
設
工
事
に
お

い
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
建
設
に
要
し
た
人
件
費
な

ど
の

一
切
の
経
費
を
含
め
て
工

事
完
成
時
に
精
算
を
行
っ
て
取

得
原
価
を
決
定
し
、

当
該
資
本

勘
定
に
振
り
替
え
る
も
の
で
あ

り
、
車
両
な
ど
の
取
得
後
直
ち

に
使
用
開
始
を
し
、
資
産
と
し

て
の
効
力
を
発
揮
す
る
も
の
は

取
得
時
に
本
勘
定
に
計
上
す
べ

き
で
あ
る
。
同
様
に

一
事
業
年

度
内
で
完
成
す
る
建
設
工
事
に

つ
い
て
も
、
完
成
時
に
本
勘
定

に
計
上
し
同
時
に
資
産
台
帳
に

記
載
す
べ
き
で
あ
る
。

ω
減
価
償
却
は
定
額
法
に
よ
り



日

川

行
わ
れ
て
い
る
が
、
最
初
か
ら

刊

酬

残

存

価

格

を

五

%
と
し
て
計
算

:

1
 

9
川

し
年
間
償
却
額
を
決
定
し
て
い

年

州

る
。
減
価
償
却
額
の
算
出
方
法

F
D
川

β
川

は
地
方
公
営
企
業
法
施
行
規
則

:
l
 

前

川

第
八
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、

日

川

同
条
た
だ
し
書
に
よ
る
百
分
の

川

五
に
相
当
す
る
金
額
ま
で
償
却

川

で
き
る
と
あ
る
の
は
、
残
存
価

川

格
百
分
の
十
ま
で
償
却
し
た
後

川

百
分
の
五
を
償
却
す
る
も
の
で

川

あ
り
適
当
な
算
出
と
は
い
え
な

川

い
。
今
後
は
正
規
の
算
出
方
法

川

に
改
め
ら
れ
た
い
。

川

ω
水
道
事
業
会
計
規
程
第
九
条

川

に
よ
り
具
備
す
べ
き
会
計
帳
簿

H

が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
資
金

前
渡
整
理
簿
及
び
概
算
払
整
理

簿
が
備
え
ら
れ
て
い
な
い
。
資
金

前
渡
及
び
概
算
払
の
制
度
は
、

と
も
に
支
払
原
則
に
対
す
る
特

例
と
し
て
品
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
会
計
手
続
は
同
会

計
規
程
第
一
一
四
条
に
定
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
会
計
事
務
処
理
上
の
厳
正

な
執
行
を
確
保
す
る
た
め
精
算

と
い
う
不
可
欠
の
手
続
行
為
に

よ
り
企
業
会
計
の
場
合
、
前
払

金
と
い
う
経
過
勘
定
か
ら
本
勘

定
に
振
替
え
ら
れ
て
費
用
化
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
会

計
手
続
を
記
録
す
る
帳
簿
で
あ

りおおむ市政だより(3) 

る
の
で
、
今
後
ぜ
ひ
備
、
え
つ
け

ら
れ
た
い
。

9
、
受
託
工
事

受
託
工
事
の
施
工
状
況
は
、
直

接
工
事
三
、
六
O
二
、
四
三

O
円

(
二
二
五
件
)
、
給
水
栓
そ
の
他

一
、
二
一
八
、
三
二
O
円
(
三
三

七
件
)
、
計
四
、
八
二
O
、
七
五

O
円
(
五
六
二
件
)
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
給
水
工
事
指
定
業
者

が
施
行
し
た
工
事
は
、
竣
工
後
た

だ
ち
に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
数
ヵ
月
後
の
検
査
遅

延
が
見
受
け
ら
れ
た
。
指
定
業
者

の
水
道
部
へ
の
竣
工
届
の
遅
延
が

そ
の
主
因
と
思
わ
れ
る
の
で
、
速

や
か
に
竣
工
届
を
提
出
さ
せ
検
査

を
受
け
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

( 4月-1月)

川
、
建
設
工
事
の
状
況

当
年
度
の
工
事
施
工
状
況
を
関

係
書
類
に
よ
り
検
査
し
た
が
、
そ

の
事
務
処
理
は
概
ね
適
正
で
あ
っ

た
。
な
お
、
工
事
の
施
工
状
況
は

次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
、
給
水
前
納
金

給
水
前
納
金
制
度
(
給
水
申
込

時
に
給
水
の
中
止
ま
た
は
廃
止
の

際
、
最
終
の
料
金
に
充
当
す
る
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
前
納
金
と
し
て

管
理
者
に
定
め
る
金
額
を
預
託
さ

せ
る
制
度
)
は
昭
和
五
十
三
年
五

月
よ
り
廃
止
さ
れ
た
が
、
経
過
措

置
と
し
て
従
前
の
規
定
に
よ
り
給

水
前
渡
金
を
納
入
し
た
給
水
使
用

者
に
つ
い
て
、
制
度
の
廃
止
に
よ

り
還
付
す
べ
き
前
納
金
は
、
こ
れ

工 事 名 工事費

黒丸送水ポンフ。ぷ備工事 8，321千円

電黒丸気送計装水ぷポ備ン工判事所 7，200 

立花水i原外棚工事 922 

.1L花水源電気計装ぷ備工事 8，330 

.1L花水i原新ぷ工事 5，868 

黒丸水一坂口 9，400 
送管 鉄道横断工事

送黒水丸一坂口 8，300 
管国道横断工事

ま塩反素口ji争Lt7手j口t士池蕩築造工事 6，370 

上川 原配水管布ぷ工事 19，936 

荒瀬水i原返気計装工事 820 

荒瀬水i原新ぷ工事 3，266 

(1)第 7回拡張工事

を
当
該
使
用
者
が
給
水
の
中
止
ま

た
は
廃
止
を
し
た
際
、
最
終
の
料

金
に
充
当
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。
従
っ
て
現
行
の
取
扱
い

で
は
、
給
水
の
中
止
ま
た
は
廃
止

が
な
い
限
り
前
納
金
の
精
算
が
で

き
ず
、
無
期
限
に
預
り
金
と
し
て

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

が
生
じ
適
当
で
は
な
い
の
で
、
給

水
の
中
止
ま
た
は
廃
止
に
か
か
わ

ら
ず
一
定
期
間
内
に
精
算
結
了
が

で
き
る
よ
う
条
例
改
正
の
検
討
を

さ
れ
た
い
。

ロ
、
配
水
量

配
水
量
の
状
況
は
次
表
の
と
お

り
で
あ
る
。

一
日
平
均
で
み
る
と
配
水
量
及

び
有
収
水
量
と
も
前
年
度
よ
り
増

工 事 名 工 事 費

池出~森凶線配水管布ぷ工事 20，400千円

古町申住宅線 11 4，766 

替原工口事住宅 (国道 l、)配(水そ管の布1ぷ) 8，365 

" 9，500 (その 2) 

古賀島配水管布ぷ工事 3，575 

諏訪~凶j胤線配水管布ぷ工事 4，438 

片町老朽管布ぷ替工事 3，100 

松原・杭出津流量計取付工事 525 

小ぷ工路事口水圧対策に伴う配水管布 5，587 

小路口地区水圧対策工事 12，500 

黒丸水源構内整備工事 3，056 

(2)配水工事 その他

調

区 有 効 水 重国

配水量 無効水量 有収 無収 無効
分 m'有 収 m 無収 m 計 m πl' % % % 

年 間 5，467，785 4，451，533 12，172 4，463，705 1，004，080 81.41 0.23 18.36 

1日平均 17，868 14，547 40 14，587 3，281 81.41 0.23 18.36 

前1日年平均度 17，456 13，728 28 13，756 3，700 78.64 0.16 21. 20 
----'---ー '--

量水自E加
し
て
い
る
が
、
給
水
戸
数
の
増

加
(
四
八
二
戸
)
に
比
し
増
加
率

は
鈍
化
し
て
い
る
。
前
年
度
は
こ

と
に
異
状
干
ば
つ
に
よ
り
水
需
要

が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
今

後
は
給
水
戸
数
の
増
加
と
と
も
に

下
水
道
の
供
用
開
始
に
よ
り
更
に

需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
有
収
率
は
前
年

度
よ
り
二
・
七
七
%
増
加
し
、
八

一
・
四
一
%
と
八
O
%
の
大
台
を 53年 度末給水戸数 16，582戸、 55年 1月末給水戸数17，064戸

こ
え
て
い
る
。

今
後
予
想
さ
れ
る
水
需
要
増
大

に
伴
う
水
資
源
の
確
保
と
給
配
水

施
誌
の
拡
張
整
備
が
重
要
施
策
と

し
て
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
一
方
経

営
収
支
に
お
い
て
は
人
件
費
の
増

と
諸
物
価
の
値
上
り
に
よ
る
物
件

費
の
高
騰
、
拡
張
工
事
に
よ
る
企

業
債
利
息
の
増
、
更
に
は
減
価
償

却
費
の
増
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
本
年
度
六
四
、
六
七
四
千
円

の
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

料
金
収
入
は
五
十
年
十
一
月
に

改
訂
さ
れ
た
が
、
以
降
四
ヵ
年
間

据
置
き
の
ま
ま
経
営
努
力
を
続
け

て
き
た
が
前
述
の
と
お
り
非
常
に

困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
前

年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
二
七

・

九
六
六
千
円
が
あ
る
も
の
の
今
年

度
欠
損
見
込
み
六
四
、
六
七
四
千

円
に
よ
り
二工ハ
、
七
O
八
千
円
の

欠
損
金
を
有
す
る
赤
字
事
業
と
な

る
の
は
必
歪
で
あ
る
。
今
後
の
運

営
に
当
っ
て
は
、
経
費
の
節
減
、

業
務
の
合
理
化
に
鋭
意
努
力
さ
れ

る
と
と
も
に
料
金
の
見
直
し
も
検

討
さ
れ
、
企
業
の
建
全
性
を
確
保

し
市
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

ん
こ
と
を
望
む
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
監
査
結
果
の
問
題
点
に

つ
い
て
は
十
分
検
討
さ
れ
、
是
正

改
善
を
行
い
事
業
の
適
正
化
に
遺

憾
な
き
を
期
せ
ら
れ
た
い
。

(注)
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…
競
艇
事
業
部
…

ー
、
職
員
の
配
置
状
況

昭
和
五
十
五
年
三
月
末
現
在
の

職
員
の
配
置
状
況
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

職員配置状況

「業務係 (8) 

「業務課(長 1)ー十経理係 (5) 
L企画係 (6) 

部長(1)→
r施 設管理係(6)

l管理課(長 1)ー十整備係 ω 
L警備係 (2) 

( )内は職員数

2
、
開
催
臨
時
従
業
員
配
置
状
況

競
艇
開
催
日
に
雇
用
さ
れ
る
臨

時
従
業
員
の
昭
和
五
十
五
年
三
月

(注)平均年令44才

lX 20-29 30-39 40-49 50-59 60オ以
計

オ オ オ オ 上

男 2人 5人 23人 22人 20人 72人

女 50 215 317 120 28 730 

計 52 220 340 142 48 802 

末
現
在
に
お
け
る
配
置
状
況
及
び

年
令
別
構
成
は
次
表
の
と
お
り
で

あ
る
。

3
、
予
算
執
行
状
況

昭
和
五
十
五
年
度
三
月
末
現
在

の
収
益
的
収
支
の
執
行
状
況
は
次

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

事
業
収
益
は
予
算
額
三
四
、
八

一
二
、

一
五
八
千
円
に
対
し
執
行

済
額
三
三、

九

O
四、

六

O
O
千

円
で
執
行
率
九
七
・

一二
九
%
と
な

っ
て
お
り
、

事
業
収
益
の
九
八

・

四
%
を
占
め
る
舟
券
収
益
に
お

い

て
九

一
四、

。
八
九
千
円
の
歳
入

欠
陥
を
生
じ
て
い
る
。

一
日
平
均

一
九

O
、
五

O
O
千
円
の
舟
券
売

上
げ
見
込
み
に
対
し
て

一
八
四、

三
一

六
千
円
の
実
績
に
よ
る
も
の

で
あ
る

事
業
費
用
は
予
算
額
三
一

、
五

O
四
、
七

一
二
千
円
に
対
し
執
行

区 分 計

第 1投票所 65人

第 2 H 97 

第 3 1/ 43 
育支

第 4 1/ 51 

第 5 1/ 65 
席

言十 321 

特別観客席 A 44 

1/ B 91 

言十 135 

第 1 支払所 97 

第 2 H 40 

計 137 

品E 庫 9 

総 務 22 

!f['欠1 {蒲 65 

j育 掃 51 

接 待 ・案 内 61 

医 務 ~ コ土ス二 l 

メ口入 計 802 

配置状況

年令構成

済
額
三

O
、
四
三

O
、
五
五
九
千

円
で
執
行
率
九
六
・
五
九
%
と
な

っ
て
お
り
一
、

O
七
四
、

一
五
三

千
円
の
不
用
額
を
生
じ
て
い
る
。

主
に
舟
券
収
益
の
減
に
伴
い
払
戻

収益的収入及び支出

(収入)

科 目 予算現額(円) 執行済額(円) 予算額に比し増減(円) 執行率(%)

1.営業収 益 34，717，392，000 33，800，900，350 ム 916，491，650 97.36 

2.営 業外収益 94，765，000 103，699，392 8，934，392 109.43 

3.特別利益 1，000 O ム 1，000 O 

計(事業収益) 34，812，158，000 33，904，599，742 ム 907，558，258 97.39 

金
、
返
還
金
及
び
交
付
金
に
不
用

額
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。
資
産

減
耗
費
と
雑
支
出
に
お
い
て
予
算

額
を
超
過
す
る
支
出
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
地
方
公
営
企
業

(支出)

科 目 予算現額(円) 執行済額(円) 不 用 客真 執行率(%)I 

1.営業費用 31，404，708，000 30，430，346，776 974，361，224 

2.営 業外費用 3，000 212，400 ム 209，400 7，080.00 

3.特別損失 1，000 。 1，000 O 

4.予 イ蒲 費 100，000，000 O 100，000，000 O 

計(事業費用) 31，504，712，000 30，430，559，176 1，074，152，824 96.59 

法
施
行
令
第
一
八
条
第
五
項
た
だ

し
書
き
の
適
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

予
算
編
成
上
の
問
題
と
し
て
舟

券
収
益
の
見
込
額
に
多
額
の
差
異

が
あ
る
が
、
最
終
補
正
予
算
の
段

階
で
は
あ
る
程
度
の
実
績
見
込
額

の
把
握
は
可
能
で
あ
る
の
で
、
こ

の
種
の
事
務
処
理
は
慎
重
を
期
せ

ら
れ
た
い

。
更
に
予
算
超
過
の
支

出
に
つ
い
て
も
年
度
中
途
の
執
行

で
あ
る
の
で
適
切
な
予
算
措
置
を

講
ず
べ
き
で
あ
っ
た
。

4
、
現
金
・
預
金

三
月
末
日
現
在
に
お
け
る
現
金

と
預
金
の
現
在
高
と
保
管
状
況
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

種別 金 額 保管先

普通預金
100，090，526円 親和銀行

115，030，442 十八銀行

定期預金
300，000，000 親和銀行

300，000，000 十八銀行

現 金 1，784，269 競艇事業部

計 816，905，237 

現
金
と
預
金
は
出
納
簿
と
指
定

金
融
機
関
の
残
高
証
明
を
突
き
合

せ
た
結
果
合
致
し
て
お
り
、
適
正
に

保
管
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
認
め
た
。
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5
、
舟
券
売
上
金
等
の
状
況
に
つ

い
て

舟
券
売
上
げ
及
び
入
場
者
数
の

状
況
は
次
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

過去 5ヵ年間の年度別売上金・入場者数調

年 開催 対前年 1 日 平 士主]

度 日数
売 上 吉真

度比
入場者数

売上額 入場者数 売1人上当額り

50 180日 27，757，274，300円 109.44% 1，026，013人 154，207，100円 5，700人 27，100円

51 180 29，302，009，300 105.57 1，020，376 162，788，900 5，669 28，700 

52 180 31，896，997，200 108.86 1，053，155 177，205，500 5，851 30，300 

53 180 32，291，109，200 101. 24 1，019，559 179，395，100 5，664 31，700 

54 180 33，176，850，400 102.74 996，053 184，315，835 5，534 33，306 

舟
券
売
上
げ
状
況
は
年
々
わ
ず

か
な
が
ら
伸
び
て
は
い
る
も
の
の

伸
び
率
は
五
十
年
度
以
降
は

一
け

た
台
に
と
ど
ま
り
、
特
に
五
十
二一

年
度
か
ら
は
横
ば
い
の
状
況
で
あ

る
。

一
人
当
り
の
購
売
額
は
増
加

し
て
い
る
も
の
の
入
場
者
数
の
減

少
が
主
因
と
な
っ
て
い
る
。

五
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
の

貴
重
な
財
源
と
し
て
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
そ

の
状
況
は
次
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

6
、
一
般
会
計
繰
出
金
の
状
況

昭
和
二
十
七
年
に
競
艇
が
開
催

さ
れ
て
以
来
、
そ
の
収
益
金
の
う

ち

一
般
会
計
へ
繰
出
さ
れ
た
繰
出

金
総
額
は
二
四
、
五

一
O
、
四
七

7
、
発
売
事
故
等
の
発
生
状
況

昭
和
五
十
四
年
度
に
お
け
る
発

売
や
支
払
な
ど
の
事
故
発
生
状
況

は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

年度 繰 出 金 年度 繰 出 金 年度 繰 出 金

27 O円 36 42，500，000円 45 506，000，000円

28 20，000，000 37 37，950，000 i6 1，126，000，00。
29 2，000，000 38 39，500，000 47 1，816，000，00。
30 8，000，000 39 59，000，000 48 2，515，000，000 

31 9，500，000 40 85，095，000 49 2，960，000，000 

32 3，500，000 41 167，750，000 50 2，951，000，000 

33 16，500，000 42 190，390，000 51 2，860，000，00。
34 25，000，000 43 195，000，000 52 2，992，000，000 

35 29，500，000 44 331，290，000 53 2，972，000，000 

54 2，550，000，000 

上
記
の
不
足
金
の

ほ
か
に
事
故

に
よ
る
余
剰
金
九
一二
、
三
七

O
円

(
二
五
件
)
が
あ
る
の
で
、
不
足

金
か
ら
余
剰
金
を
差
引

い
た
一
、

三
O
六
、
八
五

O
円
が
実
質
的
な

事
故
に
よ
る
不
足
金
と
な
っ
て
い

る。
限
ら
れ
た
時
間
内
に
多
く
の
事

務
処
理
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら

細
心
の
注
意
を
も

っ
て
し
て
も
あ

る
程
度
の
事
故
発
生
は
理
解
で
き

る
が
、
今
後
更
に
指
導
監
督
並
び

に
適
正
配
置
な
ど
事
故
防
止
策
に

は
鋭
意
努
力
さ
れ
ん
こ
と
を
要
望

す
る
。

8
、
事
務
官
'
業
の
委
託
状
況
に
つ

い
て

(朝長崎 美 研社

多良見町元釜区長

西九 州 環境開発街)

惰)長崎美研社

岩藤清掃

長崎 総 合 作 備 側

三 浦浩俊 外 1

長崎県交 通 局

西彼観 光 糊

祐徳ノ〈ス商事観光糊

島鉄観光開

佐世保O.M.B宣伝社

杢尾助道

日本トーター 糊

富士 通機電側

九州立石
986，000 I 技術サービス糊

神 鋼事 務 機附

附総合施設
メインテナ ウンス

岩 藤 清 掃

(合)栗須電気商会

九州東芝空調脚

日 本
エアーシュ タ一樹

長崎 通信 機器 販売 網

長崎通信機器販売欄

九州信技糊

(有)長崎美研社

ノムラ冷熱機 工側

委 託 業 者 名

競
艇
事
業
の
業
務
の
特
殊
性
及

び
施
設
の
規
模
の
大
き
さ
か
ら
各

種
事
務
事
業
が
委
託
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
主
な
も
の
は
次
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

9
、
貯
蔵
品

貯
蔵
品
の
受
払
状
況
は
次
の
と

お
り
で
あ
り
、
貯
蔵
品
の
受
払
い

並
び
に
在
庫
品
の
管
理
は
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

委託金額

(年額) 円

14，000，000 
774，000 
900，000 
302，800 
290，000 

2，000，000 
19，955，250 

792，000 
1，172，000 

105，757，575 

36，026，700 
13，454，850 
13，060，550 
5，438，850 
756，800 

29，502，000 

570，000 

委託事業名

士参 内 ィ青 十帯

周辺清掃

公園便所 H 

排水港 H 

貯水 槽 If 

し尿浄化槽 If 

常 駐符備

玖島荘符備

開催外守衛?干 備

ファンサー ビスパス
運 行

前夜版 出走表配 布

日本トータ一保守

発売 票 数標示
板保守

区 分 期首在庫高(円)受入高(円) 払出高(円) 残高(円)

エンジン部品 7，800，733 12，350，570 13，502，820 6，648，483 

ボート部品 1，061，660 1，268，960 1，538，390 792，230 

木 キオ 719，253 64，800 50，268 733，785 

i背 耗 ロ[Jロ 18，424 535，286 468，410 85，300 

計 9，600，070 14，219，616 15，559，888 8，259，798 

1，860，000 

440，000 
395，000 

2，500，000 

810，000 

650，000 

600，000 
380，000 
453，600 
297，000 

入場券発売機保守

電気設 備保守

浄化 槽保守

火災報知機保守

温水機空調設備保守

エア ーシュータ一
保 守

監 視 カメラテレビ
保 守

電 話設備

冷却塔保 守

空気環境測定

ボイラ 一点 検



(6) 

問
、
建
設
工
事
の
概
況

当
年
度
の
施
設
改
善
に
係
る
工

事
の
施
工
状
況
を
関
係
書
類
に
よ

り
検
査
し
た
が
、
そ
の
事
務
処
理

は
お
お
む
ね
適
正
で
あ
っ
た
。

な
お
、
主
な
工
事
は
次
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

りおおむ

工 事 名 工事費

スプリンクラー設置工事 (継続) 26，450子円

同 上 ( " ) 40，100 

冷暖房熱源改修工事 10，500 

同 上 38，500 

同 上 1，500 

屋内消火栓配管替工事 4，550 

市政だより
川
口
、
経
理
事
務
に
つ
い
て

川
経
理
事
務
に
つ
い
て
は
関
係
帳

川
簿
を
検
査
し
た
と
こ
ろ
全
般
的
に

;

l
 

引
川
は
お
お
む
ね
良
好
に
処
理
さ
れ
て

則
川
い
た
が
、
次
の
点
に
つ
い
て
是
正

9
川
さ
れ
た
い

。

年

州

川

減

価

償

却

は

定

額

法

に

よ

り

F

b

H

-

市

川

行

わ

れ

て

い

る

が

、

最

初

か

ら

:
l
 

計

川

残

存

価

格

を

五

%

と

し

て

帳

簿

門
H

μ

!

?

(2) 

なすこてに払る ら |無停電電 源 装 置 設 置 工 事 177，000 却額通 %0ず価
るの費よ 金支資れ E 額をりを%る格

。整 一 用りで出金た の算の耐と方の
従理連化本整は前い 算出算用し法九
つ簿のす勘理経渡。のあ適こ耐却 で 五 償 格 あ ま 五 書 お 八 企 出 し 出 年 て と 五
てが会る定 さ過及 算 る 当 と 用率あを却のるでにきり条業方て方数帳、%
精具計のにれ勘び 出。なは年にり償し百の償相に、に法法い法で簿残に
算 備 手 で 振、定概 方今算い数よ、却 た分 は却 当よ 同規 施は るに 除価 存償
はさ続あ替精で算 法後出ずでらます後の、でする条定行地。よす格価却
用れをるえ算あ払 には方れ除なたる百十残きる百たさ規方減りるの格率
務て記がら行るに 改正法もすい、も分ま存る金分だれ則公価償、九をを
終い録、れ為前よ め規で不るで債のので価と額のして第営償却 二 O 一乗

了
後
直
ち
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
、
整
理
簿
が
な
い

た
め
に
失
念
に
よ
り
行
わ
れ
ず

決
算
時
に
整
理
し
て
い
る
例
が

見
受
け
ら
れ
た
。
費
用
額
の
掌

握
の
面
か
ら
も
今
後
ぜ
ひ
整
理

簿
を
備
、
え
つ
け
ら
れ
、
精
算
も

速
や
か
に
さ
れ
た
い
。

ω
収
入
、
支
出
予
算
整
理
簿
は

一
般
会
計
の
官
庁
式
の
様
式
を

用
い
て
い
る
が
、
公
営
企
業
の

場
合
、
発
生
主
義
に
も
と
づ
く

記
帳
整
理
を
な
す
べ
き
こ
と
か

ら
適
当
で
な
い
の
で
、
大
村
市

企
業
会
計
規
則
に
定
め
る
様
式

に
改
め
ら
れ
た
い
。

口
、
投
票
窓
口
の
全
面
機
械
化
に

つ
い
て

投
票
窓
口
の
機
械
化
は
五
十
三

年
度
に

一
部
導
入
さ
れ
五
十
四
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、

一
部
手
売
り
業
務
が

残
存
し
全
面
機
械
化
に
至
つ
て
な

い
状
況
で
あ
る
。
従
っ
て

一
部
機

械
化
の
状
態
で
は
集
計
業
務
の
迅

速
化
に
よ
る
発
売
時
間
延
長
な
ど

フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
十
分

な
効
果
を
あ
げ
る
に
至
つ
て
な
い

の
で
、
事
業
運
営
の
効
率
化
を
図
る

た
め
に
も
今
後
の
売
上
げ
及
び
入

場
者
数
の
状
況
を
勘
案
し
て
適
正

な
設
置
台
数
に
よ
る
速
や
か
な
全

面
機
械
化
を
要
望
す
る

問
、
開
催
臨
時
従
業
員
に
係
る
就

業
規
則
に
つ
い
て

開
催
臨
時
従
業
員
の
勤
務
に
つ

い
て
は
、
大
村
市
競
艇
事
業
部
就

業
規
則
(
昭
和
二
十
九
年
規
則
第

一
号
)
に
よ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
が
、
同
規
則
に
定
め
ら
れ
た

就
業
時
間
は
現
実
の
就
業
時
間
と

異
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
規
則
は

一
般
常
勤
職
員
を
対
象
と
し
臨
時

従
業
員
の
就
業
実
態
に
即
せ
ず
不

完
全
な
就
業
規
則
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
臨
時
従
業
員
の
み
を
対
象

と
し
た
就
業
規
則
を
制
定
し
労
務

管
理
の
適
切
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

川
、
開
催
臨
時
従
業
員
の
賃
金
の

状
況

開
催
臨
時
従
業
員
の
賃
金
の
推

移
を
従
業
員
一
人
当
り
発
売
額
と

対
比
し
て
み
る
と
次
表
の
よ
う
に

な
る
。昭

和
四
十
五
年
度
を
一

O
O
と

し
た
従
業
員
一
人
当
り
賃
金
及
び

発
売
額
は
十
年
後
の
五
十
四
年
度

で
は
、
賃
金
は
九
五
六
%
、
発
売

額
は
二
六
六
%
と
な
っ
て
い
る
。

賃
金
と
発
売
額
と
の
関
係
を
み

て
み
る
と
、
五
十
年
度
か
ら
急
増

し
、
そ
の
後
漸
次
増
加
傾
向
に
あ

り
、
賃
金
ベ

l
ス
の
伸
び
率
は
五

十
四
年
度
で
は
発
売
額
の
三
・
六

倍
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
売
上

げ
状
況
な
ど
を
勘
案
し
た
適
正
賃

金
の
決
定
と
適
正
人
員
の
配
置
に

十
分
な
配
意
を
要
望
す
る
。

年 年度末 賃 金 ブ夕t、- 7で全15 客員 A/B 

度 従業員数 年賃間支払金 支1払人賃当金り 比較A指数 年開発売額 発1人売当額り 比較B指数

人
58千，34円5 

千円 % 千円 千円 % % 
45 446 131 100 6，838，870 15，435 100 100 

46 532 84，810 159 121 9，645，116 18，130 117 103 

47 627 127，612 204 156 13，534，083 21，585 140 111 

48 714 203，923 286 218 19，296，465 27，026 175 125 

49 772 335，963 435 332 25，362，744 32，853 213 156 

50 782 653，330 835 637 27，757，274 35，495 230 277 

51 852 737，937 866 661 29，302，009 34，392 223 296 

52 850 873，303 1，027 784 31，896，997 37，526 243 323 

53 819 936，949 1，144 873 32，291，109 39，427 255 342 

54 807 1，010，322 1，252 956 33，176，850 41，111 266 359 



昭和55年 9月15日

。

〈

〉

0

0

昭
和
二
十
七
年
に
全
国
に
先
が

け
て
開
設
さ
れ
た
本
事
業
は
様
々

な
経
緯
を
へ
て
発
展
し
、
そ
の
間

本
市
財
政
に
寄
与
す
る
こ
と
大
で

あ
り
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献

し
て
き
た
功
績
と
関
係
職
員
の
労

苦
に
対
し
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
る
。今

や
大
衆
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
定

着
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が

昨
今
の
減
速
経
済
情
勢
下
に
お
い

て
は
入
場
者
数
の
減
少
傾
向
に
よ

る
売
上
金
の
伸
び
な
や
み
と
、
こ

れ
に
伴
う
一
般
会
計
操
出
金
の
頭

打
ち
を
招
来
し
て
お
り
、
今
後
の

事
業
運
営
は
楽
観
を
許
さ
れ
な
い

だ
ろ
う
。
経
費
の
増
嵩
比
あ
る
程

度
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
更

に
見
直
し
に
努
力
さ
れ
事
業
運
営

が
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
留
意
さ
れ
る
と
と

も
に
、
舟
券
売
上
げ
増
加
に
つ
い

て
も
十
分
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
、

よ
っ
て
本
市
財
政
に
ま
す
ま
す
貢

献
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
次
第

で
あ
る
。

りおおむ市政だより

な
お
、
監
査
結
果
の
問
題
点
に

つ
い
て
は
十
分
検
討
さ
れ
、
是
正

改
善
を
行
い
労
使
協
調
に
よ
る
順

調
、
円
滑
な
事
業
運
営
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

(7) 

…
教
育
委
員
会
…

ー
、
職
員
の
配
置
状
況

昭
和
五
十
五
年

一
月
末
現
在
の

職
員
の
配
置
状
況
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

職員配置状況

学
校:
教
育

課課
(5) (9) 

山 山
中小幼共

学学稚調

理

校:校:国土暴
(4) (13) (30) (31) 

「

中

央

公

民

館

ω

T
中

地

区

公

民

館

川

i

)

T

少

年

セ

ン

タ

ー

ω

!
社
会
教
育
課
情

i
:
:

寸
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は

T
図

書

館

凶

「

史

料

館

ω

i
庶

教
育
長
!
教
育
次
長

i
{本

)
内
は
課
長
以
下
の
職
員
数

2
、
予
算
執
行
状
況

予
算
執
行
状
況
を
関
係
書
類
に

よ
り
調
査
し
た
が
、
そ
の
処
理
は

お
お
む
ね
適
正
で
あ
っ
た
。
業
務

の
多
様
化
に
伴
い
予
算
執
行
の
会

計
事
務
も
多
大
な
量
と
な
っ
て
お

り
、
職
員
の
労
を
多
と
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
次
の
点
に
つ
い
て
留

意
・
検
討
さ
れ
て
、
事
務
煩
雑
の

解
消
と
事
務
処
理
の
合
理
化
を
図 務

同

一司'"円

課
(4) ら

れ
た
い
。

川
契
約
締
結
に
よ
る
支
出

契
約
書
に
よ
る
支
出
負
担
行
為

は
、
契
約
締
結
伺
を
も
っ
て
支

出
負
担
行
為
決
議
書
に
代
、
え
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場

合
の
支
出
命
令
は
当
該
支
出
命

令
書
に
認
証
番
号
を
付
す
る
こ

‘と
に
よ
っ
て
契
約
締
結
伺
の
添

付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る

(昭和55年 1月末現在)

干キ 目 予算現額 調定額 収 入 済 額 収入未済額
収入率

対予算比対調定比

教育費負担金 1，425，000円 1，413，160円 I1，413，160円 O円 99.17% 100.00% 

総 務 {吏 用 手ヰ 。 81，685 81，685 O O 100.00 

教 育 使 用 料 19，596，000 17，440，599 17，436，499 4，100 88.98 99.98 

教 育費国庫負担金 46，879，000 23，510，000 23，510，000 O 50.15 100.00 

教 育費国庫補助金 39，405，000 6，090，000 6，090，000 O 15.45 100.00 

総 務費国庫補助金 100，100，000 O O O O O 

教育費県補助金 6，610，000 650，000 650，000 O 9.83 100.00 

教育費委託金 250，000 。 O O O O 

教育費寄附金 1，048，000 1，000，000 1，000，000 O 95.42 100.00 

奨学金貸付金元利収入 634，000 922，960 791，300 131，660 124.81 85.74 

雑 人 920，000 514，294 513，384 910 55.80 99.82 

計 216，867，000 51，622，698 51，486，028 136，670 23.74 99.74 

予算執行状況

歳入

出

科 目 予算現額 支出済額 予算残額 執行率

教 =月きく 総 務 費 83，248，000円 67，994，683円 15，253，317円 81.68% 

寸~ 校 費 324，616，000 239，380，619 85，235，381 73.74 

中 寸""ーL 干支 費 108，811，000 84，408，103 24，402，897 77.57 

幼 稚 園 費 211，966，000 144，845，313 67，120，687 68.33 

社 lヱLエ 教 育 費 161，671，000 120，058，438 41，612，562 74.26 

保 健 {本 ー肩ムt右 費 240，501，000 204，627，321 35，873，679 85.08 

言十 1，130，813，000 861，314，477 269，498，523 76.17 

歳



(8) 

の
で
、
例
え
ば
各
施
設
、
設
備

の
保
守
点
検
業
務
委
託
契
約
に

関
し
、
年
間
契
約
に
基
づ
い
て

分
割
月
払
を
決
め
て
い
る
も
の

の
、
支
出
命
令
は
そ
の
つ
ど
支

出
負
担
行
為
決
議
に
よ
り
行
っ

て
い
る
が
、
契
約
締
結
に
よ
り

既
に
支
出
負
担
行
為
は
完
結
し

て
い
る
の
で
、
支
出
命
令
書
に

認
証
番
号
を
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
支
出
負
担
行
為
決
議
書
の

省
略
な
ど
事
務
の
重
複
が
な
き

ょ
う
留
意
さ
れ
た
い

。

∞
支
出
命
令
書
の
簡
略
化

物
品
購
入
な
ど
の
債
権
者
の

請
求
に
よ
る
支
出
命
令
は
、

一

件
一
命
令
方
式
に
よ
る
も
の
が

川
多
い
だ
め
、
そ
の
事
務
処
理
は

川

ぽ

う
大
な
量
と
な
っ
て
い
る
。

川

同

一
支
出
科
目
の
も
の
は
、
で

川

き

る

だ

け

一
括
し
て
請
，
求
書
を

川
提
出
さ
せ
る
な
ど
、
事
務
処
理

川
の
簡
略
化
を
検
討
さ
れ
た
い

。

川

ω
事
務
専
決
規
程
に
つ
い
て

川

教

育
委
員
会
事
務
局
処
務
規

川

則

に

よ

れ

ば

、

教
育
次
長
に
は

州

事
務
専
決
規
程
が
設
け
ら
れ
て

日

川

い

る

が

、

各
課
長
に
は
そ
れ
が

刊

川

な

く
、
す
べ
て
教
育
次
長
も
し

i

l

 

9
川
く
は
教
育
長
決
裁
と
な
っ
て
い

年

川

る

。
大
村
市
事
務
専
決
及
び
代

j

l

 

町
山
川
決
規
程
に
準
じ
、
教
育
委
員
会

nμ
川

持

州

事

務

局

各

課

長
並
び
に
、
教
育

庇

刊

川 りおおむ市政だより

委
員
会
に
属
す
る
各
か
い
の
長

(館
・
所
長
)
に
対
し
て
専
決

権
を
与
、ぇ
、
よ
っ
て
事
務
の
効

率
化
と
迅
速
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
処
務
規
則
の
改
善
検
討
を
要

望
す
る
。

ω
そ
の
他

イ
、
精
算
払
に
よ
る
普
通
旅
費

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
速

や
か
に
支
出
命
令
が
行
わ
れ

収
入
役
に
支
出
命
令
書
が
送

付
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
そ
の
受
領
に
関
し
て

は
相
当
期
間
経
過
後
の
出
納

整
理
期
間
中
ま
で
及
ん
で
い

る
の
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、

当
該
期
間
中
は
会
計
課
に
お

い
て
も
特
に
事
務
繁
忙
時
期

で
あ
る
の
で
、
支
出
命
令
後

は
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
受

領
さ
れ
る
よ
う
措
置
さ
れ
た

口
、
各
施
設
の
軽
微
な
修
繕
に

つ
い
て
、
工
事
詰
負
費
か
ら

の
支
出
が
か
な
り
見
受
け
ら

れ
た
が
、
需
用
費
(修
繕
料
)

か
ら
の
支
出
が
適
当
で
あ
る

の
で
、
支
出
科
目
に
つ
い
て

は
十
分
注
意
さ
れ
た
い

。

3
、
補
助
金
に
つ
い
て

市
民
の
健
康
で
文
化
的
生
活
の

高
揚
に
資
す
る
た
め
、
か
つ
ま
た

各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
振

興
と
育
成
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
補

助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
、

(
社
会
教
育
関
係
)

マ
大
村
市
連
合
婦
人
会

一
五
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議
会

一
三

O
、

0
0
0
円

マ
大
村
生
活
学
校

四
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
子
ど
も
劇
場

五
O
、

0
0
0
円

V
大
村
市
美
術
協
会

七
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会二

一
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
少
年
合
唱
団
母
の
会

一
五

O
、

0
0
0
円

V
大
村
市
文
化
協
会

一O
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

五
O
O、
0
0
0
円

マ
大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議
会

三
O
、

0
0
0
円

マ
長
崎
県
青
年
団
連
合
会

二
六

O
、

0
0
0
円

V
大
村
史
談
会

八

O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

八

O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
各
校
区
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会

三
六

O
、

0
0
0
円

マ
長
崎
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

六
三
六、

三
五

O
円

マ
移
動
芸
術
祭
大
村
市
実
行
委
員
会

五
O
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
幼
稚
園
育
友
会
連
合
会

三
O
、

0
0
0
円

マ
秋
の
合
同
グ
ル
ー
プ
実
行
委
員

会

五
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
ス
カ
ウ
ト
育
成
後
援
会

六
O
、

0
0
0
円

V
大
村
市
文
芸
協
会

三
O
、

0
0
0
円

マ
寿
古

・
沖
田
・

黒
丸
踊
五

0
0

年
祭
実
行
委
員
会

六

0
0
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議
会

一O
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
育
友
会
連
合
会

六
O
、

0
0
0
円

マ
無
形
文
化
財
沖
田
踊
保
存
会

一
五
O
、

0
0
0
円

マ
無
形
文
化
財
黒
丸
踊
保
存
会

二
五
O
、

0
0
0
円

マ
本
経
寺

五
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
文
芸
協
会

八
O
、

0
0
0
円

マ
無
形
文
化
財
寿
古
踊
保
存
会

一
五

O
、

0
0
0
円

計
H
凶
、
九
五
六
、
三
五

O
円

〔体
育
関
係
〕

マ
大
村
市
体
育
協
会

三
七

O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

六
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
軟
式
庭
球
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
卓
球
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
地
区
柔
道
協
会

三
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
サ

ッ
カ
ー
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会

一
五、

0
0
0
円

マ
郡
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議

会

一
0
0
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
体
育
協
会

一
O
O
、

0
0
0
円

マ
同

一
、

一一

凶、

八
七
五
円

マ
大
村
市
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
同

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
山
岳
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
柔
道
協
会

二

O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
軟
式
庭
球
協
会

一
五、

0
0
0
円

マ
同

一
五
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
婦
人
連
合
会

五
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
ラ
グ
ビ
ー
う

ッ
ト

ボ

|

ル
協
会

七
五
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
育
友
会
連
合
会

四

O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
弓
道
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
陸
上
競
技
大
会

四

O
、

0
0
0
円

マ
同

三
五、

0
0
0
円

マ
大
村
市
野
球
協
会

三
O
、

0
0
0
円

マ
同

一
五、

0
0
0
円

マ
大
村
市
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会

一
五、

0
0
0
円

マ
大
村
市
空
手
道
協
会

一
五、

0
0
0
円

マ
大
村
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

一
五、

0
0
0
円
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3
川
マ
大
村
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

唱
E

A

H

H

月
州

一一O
、

0
0
0
円

9
川

マ
大
村
市
陸
上
競
技
協
会

坪
川

一

σ、

0
0
0
円

日
山
川

マ
大
村
市
サ

ッ
カ
ー
協
会

計

川

一
五、

0
0
0
円

円

H

μ

H

H
川
マ
大
村
市
水
泳
連
盟

川

三
O
、

0
0
0
円

川

マ
大
村
市
剣
道
協
会

川

一
五、

0
0
0
円

川

マ
同

川

二

O
、

0
0
0
円

川

計

H
二
、
四
六
九
、
八
七
五
円

川

補
断
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
原

州
則
と
し
て
補
助
事
業
が
完
了
後
、

実
績
報
告
書
の
提
出
に
よ
り
審
査

の
う
、ぇ
額
の
決
定
を
な
じ
交
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
補
助

事
業
の
円
滑
な
遂
行
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
概
算
払
ま
た
は
前
金
払
に

よ
り
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
と
な

っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
規

程
に
よ
る
交
付
と
な
っ
て
い
る
が
、

た
だ
し
こ
の
場
合
、
補
助
事
業

者
は
概
算
払
請
求
書
を
提
出
し
て

概
算
払
に
よ
る
支
払
決
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
手
続
き

が
な
さ
れ
て
な
く
、
交
付
決
定
通

知
書
の
写
(
実
質
は
原
本
の
写
で

な
く
転
書
に
よ
る
も
の

)
を
添
付
巴

し
た
支
出
命
令
書
に
よ
り
、
事
業

りおおむ市政だより(9) 

実
施
前
も
し
く
は
完
了
前
じ
い
わ

ば
確
定
払
の
方
法
に
よ
り
交
付
さ

れ
て
い
る
。
補
助
金
交
付
規
則
に

基
づ
く
正
規
の
手
続
き
に
よ
り
交

付
す
る
よ
う
留
意
さ
れ
た
い
。
更

に
交
付
原
則
に
よ
り
実
績
報
告
書

の
提
出
後
に
交
付
を
受
け
て
い
る

場
合
で
も
、
交
付
申
請
並
び
に
実

績
報
告
書
の
提
出
が
か
な
り
遅
延

し
年
度
末
に
集
中
し
て
い
る
の
で

実
施
前
の
申
請
と
完
了
後
の
速
や

か
な
実
績
報
告
書
の
提
出
を
さ
せ

る
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

4
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
委
託
に
つ

い
て

広
く
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に

参
加
で
き
る
よ
う
各
種
ス
ポ
ー
ツ

行
事
を
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
団
体
に

委
託
し
て
い
る
が
、
そ
の
状
況
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

マ
大
村
市
体
育
指
導
委
員
連
絡
協

議
会一

五

O
、
0
0
0
円

マ
大
村
市
陸
上
競
技
協
会

七
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
卓
球
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
同

三
五
、
0
0
0
円

マ
大
村
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
軟
式
庭
球
協
会

三
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
弓
道
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
野
球
協
会

二
五
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
同

九
五
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

ム
E

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
剣
道
協
会

二
五、

0
0
0
円

マ
大
村
市
水
泳
連
盟

三
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
市
陸
上
競
技
協
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
大
村
山
岳
会

二
O
、

0
0
0
円

マ
同

八
五、

0
0
0
円

マ
大
村
市
町
総
代
会
連
合
会

二
、
三
四
四
、

0
0
0
円

計
H
三
、

O
八
九、

0
0
0
円

委
託
料
の
支
出

方
法
と
し
て
は

受
託
者
(
各
競
技
団
体
)
に
委
託

見
積
書
を
提
出
さ
せ
、
事
業
実
施

に
基
づ
く
実
績
報
告
書
に
よ
り
収

支
決
算
書
を
徴
し
、
各
々

一
定
金

額
を
支
出
し
て
い
る
が
、
実
績
報

告
書
の
提
出
遅
延
に
よ
り
、
委
託

料
支
出
が
年
度
末
に
集
中
し
て
い

る
の
で
、
今
後
実
施
後
速
や
か
に

実
績
報
告
書
を
提
出
す
る
よ
、
つ
指

導
さ
れ
た
い

。

な
お
、
委
託
見
積
書
も
実
施
後

徴
し
て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
た

が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
よ
り
、

本
来
市
が
実
施
す
べ
き
も
の
を
委

託
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
事
前
に
提
出
さ
せ

ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
奨
励
に
遺
憾
な
き

を
期
せ
ら
れ
た
い

。

5
、
奨
学
資
金
の
貸
付
及
び
返
還

状
況

55年 1月末現在

本年度出願件数 12件

本年度貸付件数 11件

貸 付総額 7，253，000円

返 還済額 792，320円

残 客貢 6，460，680円

奨
学
資
金
の
貸
付
金
並
び
に
返

還
金
は
、
各
々
歳
入
歳
出
予
算
に

よ
り
計
理
さ
れ
て
い
る
が
、
債
権

管
理
の
面
か
ら
は
基
金
設
置
に
よ

る
運
用
が
、
よ
り
債
権
総
額
の
掌

握
に
有
効
で
あ
り
、
か
つ
事
務
処

理
上
適
切
で
あ
る
と
思
料
す
る
の

で
検
討
さ
れ
た
い
。

な
お
、
本
年
度
新
規
の
十

一
名

を
含
め
た
奨
学
生
は
三
十
四
名
で

あ
り
、
奨
学
金
は
月
額
六
、

0
0

0
円
で
あ
る
。

6
、
体
育
施
設
使
用
料
に
つ
い
て

体
育
施
設
使
用
料
の
収
納
事
務

は
お
お
む
ね
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
が
、

一
部
納
期
限
後
か
な
り
遅

延
の
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。
前

納
が
原
別
で
あ
る
の
で
、
調
定
洩

( 4月 1日一 1月末日 )

れ
を
な
く
す
た
め
に
も
、
申
込
み

受
付
の
許
可
と
同
時
に
収
納
さ
れ

た
い
。

〔
体
育
施
設
使
用
料
収
納
状
況
〕

マ
陸
上
競
技
場

一
七
、
八
五

O
円

マ
野
球
場

三
二
ハ
、

四
O
O
円

マ
補
助
グ
ラ
ン
ド

八
四
二
、
四

O
O
円

マ
庭
球
場

一
八
七
、
四

O
O
円

マ
市
民
体
育
館

一
、
四
一

O
、

O
六
六
円

マ
市
民
プ

l
ル

四
、
四
七
七
、

六
O
O
円

↓

l
 

七、

二
五

一
、
七

一
六
円

施設名 件 数 利用者数

陸上競技場 519 32，598 

野 球 場 390 29，472 

補助グランド、(昼) 507 30，036 

(夜) 996 19，059 

庭 球 場 1，100 15，876 

市民 体 育 館 、 3，865 76，905 

市民 プ ー ル 75日 74，856 

アーチェリ一場 240日 5，800 

弓 道 場 200日 9，300 

武 道 査官
1 F 442 

ーーーーーーー・------
16，946 

2 F 507 

計 310，848 

体 育施設利用状況



(10) りお お む市政だより昭和55年 9月15日

各種 扶 助 支 給調 7
、
各
種
扶
助
費
に
つ
い
て

要
準
要
保
護
児
童

・
生
徒
に
係

る
就
学
援
助
費
な
ど
の
扶
助
費
の

支
給
事
務
は
、
保
護
者
の
委
任
に

よ
り
各
小

・
中
学
校
長
名
に
お
い

て
執
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
処

理
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
た

8
、
図
書
館
に
つ
い
て

市
民
の
教
育
と
文
化
の
発
展
の

た
め
、
図
書

・
記
録
そ
の
他
必
要

資
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、
保
存

4月-1月ま で

X 
小 学 校 中 寸.uιa 校 言十

延人対象員 金， 額旬信 延人対象員 金 客員 延人対員象 金 客買

学校用品費 人 円 人 円 A 円

通学用品費 1，003 3，333，525 727 4，640，958 1，730 7，974，483 

修学旅行費 112 896，171 106 1，812，158 218 2，708，329 

給食費 3，092 7，892，150 1，964 1，164，367 5，056 9，056，517 

通 学 費 230 344，010 328 1，398，710 558 1，742，720 

医療費 122 231，916 68 '271，524 190 503，440 

計 4，559 12，697，772 3，193 9，287，717 7，752 21，985，489 

し
て
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
し
、

そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
資
す
る
を
目

的
と
す
る
施
設
で
、
そ
の
利
用
状

況
及
び
蔵
書
の
状
況
は
次
表
の
と

お
り
で
あ
る
。
な
お
、
中
地
区
公

民
館
に
分
館
を
設
置
し
、
か
つ
各

地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
に
配
本
す
る

と
と
も
に
、
毎
月
各
地
区
へ
の
巡

回
文
庫
を
実
施
し
て
広
く
市
民
の

利
便
を
図
っ
て
い
る
。

図
書
の
貸
出
し
に
よ
る
返
納
に

つ
い
て
は
、
毎
月
ブ

ッ
ク
カ
l
ド

に
よ
る
整
理
日
を
設
け
、
貸
出
し

期
限

一
ヵ
月
以
上
経
過
し
た
分
に

は
、
返
納
督
促
状
を
発
行
し
て
返

納
さ
せ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ

未
返
納
図
書
は
な
く
、
整
理

・
保

図書館入館者

計

人

29，015 

男

人

7，382 

数

計

人

2，766 

館外利用状況

官官

人

682 

男

図書保有詞

分 業買 冊 数 構成比 分 類 冊 数 構成比

O 総 記 3，259冊 6.8% 6 産 業 736冊 1.5% 

1 宗教哲学 1，605 3.3 7 ZτHE r 柿f 2，277 4.8 

2 歴 史 5，334 11.1 8 三ロ五ロ A寸且ー， 844 1.8 

3 社会科学 5，279 l1.Q 9 文 寸Aid」与 21，354 44.5 

4 自然科学 3，076 6.4 10 その他 2，729 5.7 

5 工 寸主主ん一 1，467 3.1 メ口入 計 47，960 100.0 

存
は
良
好
で
あ
る


